
Cisco ASR 1000シリーズルータエンベデッ
ドサービスプロセッサ

Cisco ASR 1000シリーズエンベデッドサービスプロセッサは次世代の転送とキューイングの
ための Cisco QuantumFlow Processor（QFP）に基づいています。これらのエンベデッドサービ
スプロセッサは、Cisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータに中央フォワー
ディングエンジンオプションをもたらします。

さらに、Cisco ASR 1002 Fixedルータには、スループットが 2.5 Gbpsの非モジュラ型固定エン
ベデッドサービスプロセッサが含まれ、CiscoASR1001ルータには、スループットが 2.5Gbps
（ソフトウェアで有効化されるパフォーマンスアップグレードライセンスで 5 Gbpsへアップ
グレード可能）の非モジュラ型固定エンベデッドサービスプロセッサがあります。

Cisco ASR 1000シリーズエンベデッドサービスプロセッサ：

•大量のデータプレーン処理作業を担当する、中央組み込みフォワーディングサービスを
提供します。Cisco ASR 1000シリーズシステムを通過するすべてのネットワークトラ
フィックは、Cisco ASR 1000シリーズ ESPを通過します。

•データプレーン処理作業を担当し、すべてのネットワークトラフィックが ESPを通過し
ます。

• Forwarding Engine Control Processorをサポートします。Forwarding Engine Control Processor
は QFPベースのフォワーディングエンジンとその他のシステムコンポーネントとの間の
ハードウェア抽象化層を提供し、これによりデータパスおよび管理機能が独立します。

• Cisco QuantumFlow Processor（QFP）フォワーディングエンジンをサポートします。

• ACLルックアップおよびその他のソフトウェア機能用の 2つのTCAM4デバイスを搭載し
た QFPをサポートします。

•あらゆるベースラインパケットルーティング処理を実行します。MAC分類、レイヤ 2お
よびレイヤ 3フォワーディング、Quality of Service（QoS）分類、ポリシングおよびシェー
ピング、セキュリティアクセスコントロールリスト（ACL）、VPN、ロードバランシン
グ、NetFlowが含まれます。

•ファイアウォール、侵入防止、NetworkBasedApplicationRecognition（NBAR）、NAT（ネッ
トワークアドレス変換）、柔軟なパターンマッチなどの機能を引き受けます。
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•全エンベデッドサービスプロセッサ共通の暗号化プロセスを支援するセキュリティ暗号
化コプロセッサが組み込まれています。このセキュリティプロセッサはコプロセッサモー

ドで動作し、Cisco QFPから送信されたパケット以外は処理しません。

•パケット処理ベースのフォワーディングエンジンおよびその他のシステムコンポーネン
トとの間のハードウェア抽象化層を提供します。

CiscoASR1000-ESP5、CiscoASR1000-ESP10、CiscoASR1000-ESP10-N、CiscoASR1000-ESP20、
CiscoASR1000-ESP40、シスコASR1000-ESP100、およびCiscoASR1000-ESP200は、CiscoASR
1000シリーズアグリゲーションサービスルータに集中型フォワーディングエンジンオプショ
ンを提供します。Cisco ASR 1002-Fルータには、転送帯域幅（スループット）2.5 Gbpsの非モ
ジュラ型統合エンベデッドサービスプロセッサが含まれます。Cisco ASR 1002-Xルータの統
合エンベデッドサービスプロセッサは、5 Gbps、10 Gbps、20 Gbps、または 36 Gbpsの転送帯
域幅を提供できます。

Cisco ASR1000-ESP10-Nは、Cisco ASR1000-ESP10の非暗号化バージョンです。Cisco
ASR1000-ESP10-Nは Cisco IOSソフトウェアイメージのみをサポートします。これは、IPSec
などの暗号化機能をサポートしません。

エンベデッドサービスプロセッサは、冗長エンベデッドサービスプロセッサシステム

でのみアップグレードできます（CiscoASR1006ルータおよびCiscoASR1013ルータ）。
Cisco ASR 1002ルータは 1つの Cisco ASR1000-ESP5またはASR1000-ESP10だけをサポー
トします。Cisco ASR 1006ルータおよび Cisco ASR 1004ルータは Cisco ASR1000-ESP5を
サポートしません。アップグレードを実行する場合、Cisco ASR1000-ESP10、Cisco
ASR1000-ESP20、および今後発表される ESPがアップグレード可能です。

（注）

異なる ESPを同じシャーシで動作させないでください。このような状態はアップグレー
ドを実施する場合以外では発生しません。

（注）

Cisco ASR1000-ESP100-Xおよび Cisco ASR1000-ESP200-Xは、Cisco ASR1000シリーズルータ
用の QFPベースのエンベデッドサービスプロセッサであり、第 3世代の QFP ASICにを土台
としています。

Cisco ASR 1000シリーズルータは次の Cisco ASR 1000シリーズ ESPをサポートします。

• Cisco ASR 1000-ESP5（3ページ）
• Cisco ASR 1000-ESP10（3ページ）
• Cisco ASR 1000-ESP20（3ページ）
• Cisco ASR 1000-ESP40（4ページ）
• Cisco ASR 1000-ESP100（4ページ）
• Cisco ASR 1000-ESP200（5ページ）
• Cisco ASR1000-ESP100-X（6ページ）
• Cisco ASR1000-ESP200-X（7ページ）
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• Cisco ASR 1000シリーズエンベデッドサービスプロセッサの機能（8ページ）

Cisco ASR 1000-ESP5
Cisco ASR1000-ESP5のフォワーディング性能は、設定された機能によって異なります。一般
的に使用される機能の組み合わせでは最大4Mppsです（IPv4転送、IPマルチキャスト、ACL、
QoS、リバースパス転送（RPF）、ロードバランシング、サンプル NetFlow）。

Cisco ASR 1000-ESP10
10 Gbps ESPの暗号化能力は速度 4 Gbps、5 Gbps ESPは 1.8 Gbps、2.5 Gbps ESPは 1.0 Gbpsと
なっています。ASR1000-ESP10-Nのパフォーマンス特性は ASR1000-ESP10と同等ですが、暗
号化サービスはサポートしません。

Cisco ASR1000-ESP10では、次のフォワーディングエンジンがサポートされています。

• Cisco ASR1002-ESP-F
• Cisco ASR1000-ESP10
• CiscoASR1000-ESP10-N -CiscoASR1000エンベデッドサービスプロセッサ 10GNonCrypto
対応ボードは、輸出規制を受けているお客様で、強力な暗号化サービスをサポートする製

品を実装する資格を持たないお客様にASR1000シリーズルータソリューションを提供し
ます。CiscoASR1000エンベデッドサービスプロセッサ 10GNonCrypto対応の機能サポー
トは、SSH、SSLおよび IPSec VPNサービスがサポートされていない点以外は Cisco
ASR100-ESP10と同じです。この機能の詳細については、『CiscoASR1000SeriesAggregation
Services Routers Software Configuration Guide』および『Cisco ASR 1000 Embedded Services
Processor 10G Non Crypto Capable Feature Guide』を参照してください。

ASR1000-ESP10-Nのパフォーマンス特性は ASR1000-ESP10と同等ですが、暗号化サービスは
サポートしません。

Cisco ASR 1000-ESP20
Cisco ASR1000-ESP20は Cisco ASR 1006ルータおよび Cisco ASR 1004ルータをサポートしま
す。CiscoASR1000-ESP20のパフォーマンスの特徴には、ハードウェアアシストポリシング、
8 Gbpsの暗号化能力、ジッタと遅延を最小化するマルチキャストパケットレプリケーション
が含まれます。

Cisco ASR 1000-ESP20は、1 Gb Cisco QuantumFlow Processor、4 Gb DRAM、40 Mb TCAM、256
Mbパケットバッファメモリおよび Cisco ASR 1006ルータと組み合わせたデュアル ESP構成
でのハイアベイラビリティ 1 + 1冗長性をサポートします。
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Cisco ASR 1000-ESP40
Cisco ASR1000-ESP40は、1つまたは 2つのルートプロセッサ、セカンダリフォワーディング
プロセッサ、最大 6枚の SPAキャリアカードを組み合わせ、活性挿抜（OIR）操作をサポー
トした現場交換可能ユニット（FRU）です。

Cisco ASR 1000-ESP40は、Cisco ASR1000シリーズルータ用の CPPベースのフォワーディン
グプロセッサです。Cisco ASR 1000-ESP40は、次のルータでサポートされます。

• Cisco ASR 1006
• Cisco ASR 1004
• Cisco ASR 101
• Cisco ASR 1006-X
• Cisco ASR 1009-X

Cisco ASR1000-ESP40Gでは、次の機能がサポートされています。

•帯域幅 11 Gbpsのデュアル冗長 ASR 1000ルートプロセッサの ESI（拡張シリアルイン
ターフェイス）パントパスサポート

•冗長 ASR 1000のフォワードプロセッサの ESIステートパスサポート
• 4枚のキャリアカード用のデュアルESIサポート（スロット0～3）、2枚のキャリアカー
ド用のシングル ESIサポート（スロット 4、5）。

• 40 Gbpsの総合帯域幅またはスループット

システムあたり 40 Gbpsの帯域幅と、最低 10 Gbpsの集約セキュリティトラフィックを提供し
ます。

すべての初期 Cisco ASR 1000シリーズ ESPは共通の高度にプログラム可能なネットワーク
Cisco QuantumFlow Processor（パケット処理）に基づいています。Cisco ASR 1013ルータのス
ロットは、回転ガイドピンを使用したキーによって、プラグインカードが動作するスロットだ

けに挿入を完了できるようになっています。このキー機構によって、カードが許可されていな

いスロットでミッドプレーンに接触するのを防ぎます。

Cisco ASR 1000-ESP100
Cisco ASR 1000-ESP100は、Cisco ASR1000シリーズルータ用の CPPベースのエンベデッド
サービスプロセッサです。これは、1つまたは 2つのルートプロセッサ、セカンダリエンベ
デッドサービスプロセッサ、最大6枚のSPAキャリアカードを組み合わせ、活性挿抜（OIR）
操作をサポートした現場交換可能ユニット（FRU）です。

Cisco ASR 1000-ESP100は、次のルータでサポートされます。

• Cisco ASR 1006
• Cisco ASR 1013
• Cisco ASR 1006-X
• Cisco ASR 1009-X

Cisco ASR1000-ESP100には次の機能があります。
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• SPAキャリアカードおよびネイティブラインカードサポート用の、設定可能な ESIリン
ク × 24

• ESIリンクは、SIPスロット 0、1、4、5で Cisco ASR 1013ルータに最大 46 Gbpsの帯
域幅をサポートします。

• ESIリンクは、SIPスロット 2、3で Cisco ASR 1013ルータに最大 110 Gbpsの帯域幅
をサポートします。

•帯域幅 11 Gbpsのデュアル冗長 ASR 1000ルートプロセッサの ESIパントパスサポート
•冗長 ASR 1000のフォワードプロセッサの ESIステートパスサポート

最低 20 Gbpsの集約セキュリティトラフィックをサポートできます。

すべての Cisco ASR 1000シリーズエンベデッドサービスプロセッサは、共通の高度にプログ
ラム可能なネットワーク Cisco QuantumFlow Processor（パケット処理）に基づいています。
Cisco ASR 1013ルータのスロットは、回転ガイドピンを使用したキーによって、プラグイン
カードが動作するスロットだけに挿入を完了できるようになっています。このキー機構によっ

て、カードが許可されていないスロットでミッドプレーンに接触するのを防ぎます。

Cisco ASR 1000-ESP200
Cisco ASR 1000-ESP200は、Cisco ASR1000シリーズルータ用の CPPベースのエンベデッド
サービスプロセッサです。これは、1つまたは 2つのルートプロセッサ、セカンダリエンベ
デッドサービスプロセッサ、最大6枚のSPAキャリアカードを組み合わせ、活性挿抜（OIR）
操作をサポートした現場交換可能ユニット（FRU）です。

Cisco ASR 1000-ESP200は、Cisco ASR 1013ルータと Cisco ASR 1009-Xルータでサポートされ
ています。

Cisco ASR1000-ESP200には次の機能があります。

• SPAキャリアカードおよびネイティブラインカードサポート用の、設定可能な ESIリン
ク × 24

• ESIリンクは、SIPスロット 0、1、4、5で Cisco ASR 1013ルータに最大 46 Gbpsの帯
域幅をサポートします。

• ESIリンクは、SIPスロット 2、3で Cisco ASR 1013ルータに最大 110 Gbpsの帯域幅
をサポートします。

最低 40 Gbpsの集約セキュリティトラフィックをサポートできます。

すべての Cisco ASR 1000シリーズエンベデッドサービスプロセッサは、共通の高度にプログ
ラム可能なネットワーク Cisco QuantumFlow Processor（パケット処理）に基づいています。
Cisco ASR 1013ルータのスロットは、回転ガイドピンを使用したキーによって、プラグイン
カードが動作するスロットだけに挿入を完了できるようになっています。このキー機構によっ

て、カードが許可されていないスロットでミッドプレーンに接触するのを防ぎます。
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Cisco ASR 1000-ESP200および第二世代の Cisco QFP
それぞれの Cisco ASR 1000-ESP200は、4つの第三世代 Cisco QFP（QFP-2nd-Gen）特定用途向
け集積回路（ASIC）を使用して、最大のパフォーマンスを実現します。各 QFP-2nd-Gen ASIC
は、SPAベイおよびインターフェイス（SIP）のサブセットにマッピングされます。このマッ
ピングによって、Cisco ASR 1000-ESP200は、Quality of Service (QoS)の分類や IPマルチキャス
トといった、あらゆるベースラインパケットルーティング処理を実行できます。また、ネッ

トワークアドレス変換（NAT）タスクを実行できます。

QFP-2nd-Gen1によって処理されたインター
フェイスの出力キューイング

3QFP-2nd-Gen3によって処理されたインター
フェイスの出力キューイング

1

QFP-2nd-Gen0によって処理されたインター
フェイスの出力キューイング

4QFP-2nd-Gen2によって処理されたインター
フェイスの出力キューイング

2

SIPおよび SPAスロットマッピングの関連事項

出力 QoSを持つインターフェイスとセッションは、スケジュールとキューを、特定のスロッ
ト用の QFP-3rd-Gen ASICに存在させます。QFP-3rd-Gen ASICにつき 29000のスケジュールと
116000のキューという制限があるため、スケジュールとキューをシステムで最大限に拡張する
には、SIPと SPAを正しい順序で配置することで複数の QFP-3rd-Gen ASICをターゲットとす
る必要があります。

たとえば、A 5xGE SPAは、ESPに応じて 32000を超えるポイントツーポイントプロトコル
（PPP）セッションをサポートします。ただし、QoSがこれらのセッションに適用されると、
SIPと SPAスロットをサポートする QFP-3rd-Gen ASICは 29000スケジュールだけをサポート
するようになり、さらにこれらのセッションは116000キューの制限も共有します。29000を超
えるQoSを使用する PPPセッションをサポートするには、別の SIPと SPAが別のQFP-3rd-Gen
ASICへのマッピングに使用される必要があります。こうして、スケジュールやキューの追加
が可能になります。

Cisco ASR1000-ESP100-X
Cisco ASR1000-ESP100-Xは、Cisco ASR1000シリーズルータ用の QFPベースのエンベデッド
サービスプロセッサです。この ESPは、第 3世代の QFP ASICを土台にしています。
ASR1000-ESP100Xには第 3世代のQFPASICが 1つ含まれており、組み込みの暗号化モジュー
ルによって、改善されたより広い帯域幅と暗号化サポートを提供します。さらに、スマートラ

イセンスとソフト適用もサポートしています。

Cisco ASR1000-ESP100-Xは、次のルータでサポートされます。

• Cisco ASR 1013ルータ

• Cisco ASR 1006-Xおよび

• Cisco ASR 1009-X
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以下の表に、各 SIPスロットの ESIキャパシティを示します。

表 1 : ASR1000-ESP100-Xの SIPスロットの ESIキャパシティ

543210

----1x100G1x100GASR 1006-X

---1x100G1x100G1x100GASR 1009-X

1x40G1x40G1x100G1x100G1x40G1x40GASR 1013

Cisco ASR1000-ESP100-Xには次の機能があります。

•帯域幅 11 Gbpsのデュアル冗長 ASR 1000ルートプロセッサの ESIパントパスサポート

•冗長 ASR 1000のフォワードプロセッサの ESIステートパスサポート

Cisco ASR1000-ESP200-X
Cisco ASR1000-ESP200-Xは、Cisco ASR1000シリーズルータ用の QFPベースのエンベデッド
サービスプロセッサです。この ESPは、第 3世代の QFP ASICを土台にしています。
ASR1000-ESP200-Xには、64ビットリソースメモリを提供する第 3世代の QFP ASICが 2つ含
まれており、組み込みの暗号化モジュールによって、改善されたより広い帯域幅と暗号化サ

ポートを提供します。これによってスループットとスケーラビリティが向上します。さらに、

この ESPはスマートライセンスとソフト適用もサポートしています。

Cisco ASR1000-ESP200-Xは、次のルータでサポートされます。

• Cisco ASR 1006-Xおよび

• Cisco ASR 1009-X

図 1 : Cisco ASR1000-ESP200-X前面プレート

以下の表に、各 SIPスロットの ESI容量を示します。

表 2 : ESP100-Xの SIPスロットの ESIキャパシティ

543210

----1x100G1x100GASR 1006-X

---1x100G1x100G1x100GASR 1009-X
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Cisco ASR 1000シリーズエンベデッドサービスプロセッ
サの機能

以下の表に、エンベデッドサービスプロセッサの機能の概要を示します。

表 3 :各 Cisco ASR 1000シリーズ ESPの相違点

セキュリ

ティトラ

フィック

パフォー

マンス

帯域幅パフォーマンスメモリエンベデッド

サービスプロ

セッサ

1 Gbps5 Gbps次の一般的に使用される

機能の組み合わせでは

4Mppsです。IPv4転送、
IPマルチキャスト、
ACL、QoS、リバースパ
ス転送（RPF）、ロード
バランシング、およびサ

ンプル NetFlow。

256 MB Cisco QuantumFlow
Processor、5 Mb TCAM、64
MBパケットバッファ、およ
び 1 GB FECP DRAM

Cisco
ASR1000-ESP5

3Gbps10Gbps次の一般的に使用される

機能の組み合わせでの転

送速度は 8Mppsです。
IPv4転送、IPマルチキャ
スト、ACL、QoS、リ
バースパス転送

（RPF）、ロードバラン
シング、およびサンプル

NetFlow。

512MB Cisco QuantumFlow
Processor、10Mb TCAM、
128MBパケットバッファ、お
よび 2 GB FECP DRAM

Cisco
ASR1000-ESP10

8 Gbps20Gbps次の一般的に使用される

機能の組み合わせでの転

送速度は 16Mppsです。
IPv4転送、IPマルチキャ
スト、ACL、QoS、リ
バースパス転送

（RPF）、ロードバラン
シング、およびサンプル

NetFlow。

1 GB Cisco QuantumFlow
Processor、40Mb TCAM、
256MBパケットバッファ、お
よび 4 GB FECP DRAM

Cisco
ASR1000-ESP20

Cisco ASR 1000シリーズルータエンベデッドサービスプロセッサ
8

Cisco ASR 1000シリーズルータエンベデッドサービスプロセッサ

Cisco ASR 1000シリーズエンベデッドサービスプロセッサの機能



セキュリ

ティトラ

フィック

パフォー

マンス

帯域幅パフォーマンスメモリエンベデッド

サービスプロ

セッサ

1 Gbps2.5
Gbpsに
制限

スループットの上限が

2.5Gである以外は、Cisco
ASR1002ルータと同じで
す。

Cisco ASR 1002ルータと同じCisco
ASR1002-ESP-F

集約セ

キュリ

ティトラ

フィック
12.9 GB

40GbpsASR1000-ESP40パフォー
マンス **

• 1 GB Cisco QuantumFlow
Processor、40MbTCAM、
256MBパケットバッ
ファ、および 4 GB FECP
DRAM

• DIMMコネクタ × 2内の
レジスタ DDR2 SDRAM
メモリ 8 GB（4 GB
DIMM）

Cisco
ASR1000-ESP401

20 Gbps100
Gbps

•デュアル Quantum Flow
Packet Processorコンプ
レックス：

•合計パケットバッ
ファ 1 GB

•合計リソースメモリ
4 GB

•シングル 80 MB TCAM4
機能ルックアップメモリ

• 16 GBの 1066MHz DDR3
SDRAM:

• 8 GB、2ランクレジ
スタ DIMM × 2

Cisco
ASR1000-ESP100

Cisco ASR 1000シリーズルータエンベデッドサービスプロセッサ
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セキュリ

ティトラ

フィック

パフォー

マンス

帯域幅パフォーマンスメモリエンベデッド

サービスプロ

セッサ

40 Gbps200
Gbps

•クアッド Quantum Flow
Packet Processorコンプ
レックス：

•合計パケットバッ
ファ 2 GB

•合計リソースメモリ
8 GB

•デュアル 80 MB TCAM4
機能ルックアップメモリ

• 32 GBの 1066MHz DDR3
SDRAM:

• 8 GB、2ランクレジ
スタ DIMM × 4

Cisco
ASR1000-ESP200

1 Cisco ASR1000-ESP40と ASR1000-ESP20の両方で 16 Mppsの転送レートを超えると、64
バイトの小さいパケットの連続ストリームを送信した場合に、ESP40の 1秒辺りパケッ
ト数レートは ESP20よりいくらか低くなります。ただし、92バイト以上の場合、
ASR1000-ESP40がESP20を上回ります。パケットサイズが小さい場合の差は、中サイズ
から大サイズのパケットで 40 Gbpsを達成するための最適化による影響です。

サポートされていないハードウェア構成の組み合わせについては、xref表 2-4を参照して
ください。

（注）

エンベデッドサービスプロセッサは、制御機能およびインジケータのための前面パネルラベ

ルで構成されています。CiscoASR1000シリーズESPのモデル番号を記したラベルは、左側の
カードモジュールハンドルの横に貼付されています。モジュールには、モジュールの取り付

けまたは取り外しをサポートするカードハンドルもあります。CiscoASR1000-ESPモジュール
には、前面パネルインターフェイスはありません。

以下の図に、Cisco ASR 1000シリーズ ESP前面パネルの LEDを示します。

Cisco ASR 1000シリーズルータエンベデッドサービスプロセッサ
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Cisco ASR 1000シリーズ ESPには Cisco ASR1000-ESP40、Cisco ASR1000-ESP20、Cisco
ASR1000-ESP10、CiscoASR1000-ESP10-N、CiscoASR1000-ESP5、CiscoASR1000-ESP100X、
Cisco ASR1000-ESP200Xなどのネームラベルを除いて、同じステータス情報および前面
プレートが備わっています。

（注）

図 2 : Cisco ASR1000-ESP前面プレートの LED

STAT -ステータス LED3PWR：電源 LED1

STBY -スタンバイ LED4ACTV -アクティブ LED2

以下の表で、エンベデッドサービスプロセッサの LEDについて説明します。

表 4 :エンベデッドサービスプロセッサの LED

動作の説明色LEDLEDのラ
ベル

すべての電源要件が仕様の範囲内。緑色に点灯電源PWR

エンベデッドサービスプロセッサに電力が供給されてい

ません。

消灯

Cisco IOSが正常に起動されました。緑色に点灯システム

ステータス

STAT

ROMmonの実行中、またはクリティカルなルータプロ
セッサプロセスが動作していないことを Process Manager
が宣言したとき。

オレンジ

システム障害または起動中。赤

Cisco ASR 1000シリーズルータエンベデッドサービスプロセッサ
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動作の説明色LEDLEDのラ
ベル

ACTV LEDは、（冗長システムで）エンベデッドサービ
スプロセッサボードがアクティブにパケットを転送して

いることを示します。

アクティブなエンベデッドサービスプロセッサボードで

は、ACTV LEDがグリーンで、STBY LEDは消灯してい
ます。スタンバイのエンベデッドサービスプロセッサ

ボードでは、STBY LEDが黄色で、ACTV LEDは消灯し
ています。

Cisco ASR 1002ルータ、Cisco ASR 1004ルータ、Cisco
ASR 1002-Fルータでは、冗長性をサポートしていないた
め、エンベデッドサービスプロセッサボードは常にアク

ティブになります。CiscoASR1000-ESP5は冗長性をサポー
トしません。したがって、常にアクティブになります。

グリーンアクティブACTV

冗長システムでは、STBY LEDはどのエンベデッドサー
ビスプロセッサがスタンバイ状態になっていて、アクティ

ブなエンベデッドサービスプロセッサに障害が発生した

場合にパケット転送を引き継ぐよう待機しているかを示

します。アクティブのエンベデッドサービスプロセッサ

がオン状態になっている間、STBYLEDはオフ状態になっ
ています。

イエローStandbySTBY

Cisco ASR 1000シリーズルータエンベデッドサービスプロセッサ
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


